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心房性期外収縮は最も頻繁に遭遇する心電図異常であるが、一般健常人における心血

管予後との関連は明らかではなかった。今回、我々は、日本国民を代表する集団のコホ

ート研究である NIPPON DATA 90 のデータを使用し、安静時心電図における心房性期外

収縮と心血管予後との関連を検討した。対象とした 7692 名のうち、64 名が心房性期外

収縮を有していた。解析の結果、心房性期外収縮の存在は長期的な心血管死亡の増加と

関連しており、その関連は高血圧を有しているものにおいてより顕著であることが明ら

かとなった。本研究は、これまでは病的意義のない心電図異常と考えられてきた心房性

期外収縮が、長期心血管死亡の増加と関連しているということを示した点において非常

に重要であり、健康診断における心電図スクリーニング検査が、長期心血管予後のリス

ク層別化に有用であることを示唆していると言える。 
 

 
（PLoS ONE 2014;8(11): e80853.に掲載） 


